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 令和５年７月１４日 

大間々東中学校保健室 

7月に入り、本格的に暑くなってきました。夏休みはもう目の前です。ここ最近の酷暑で、体調を崩して保健室に

来た生徒に「水筒持ってきた？」と聞くと、「家に忘れてきた」「持ってきたけど全然飲んでない」とこたえる生徒

がいてびっくりすることがあります。熱中症予防のためにはこまめな水分補給がとても重要です。また、生活リズム

を整えることも大切なので、夏休みに入っても、規則正しい生活を心がけて暑さに負けない体づくりをしましょう。 

第１回学校保健委員会を開催しました 

７月７日（金）に学校医、PTA 本部役員、学校関係職員が参加して学校保健について協議を行う「学校保健委員会」

を開催しました。今回のテーマは「歯と口の健康について」ということで、大東中保健委員会の生徒が、アンケート 

結果や、学校での実践、歯や口について調べたことなどを発表しました。 

めざせ よい歯の大東中 

～歯と口についてのアンケート結果から～ 

良い点 

・むし歯や歯肉炎の人が少ない。 

・むし歯予防を普段から意識している人が多い。 

・約２人に１人が定期的に歯医者を受診している。 

歯科受診率（R5.7.３現在） 

こんな発表をしました！ 

むし歯や歯周病 

を放置すると… 

口の中の細菌が 

全身へと流れ、脳梗塞や肺炎、心筋梗塞、糖尿病

など、さまざまな病気になるリスクが高くなる！ 

↑よく噛むとこんないいことが！ 

（詳しく知りたい人は調べてみて下さい） 

去年は歯科受診

が必要な人の 

約半数しか受診

していませんで

した（；＿；） 

・朝昼夜みがいている人が約３人に１人しかいない。 

・歯肉炎や歯周病について、きちんとした知識がない

人がたくさんいる。 

・噛むことを「いつも意識している」人は少ない。 

・歯科受診が必要な人が、なかなか行けていない。 

課題 

＜学校医の先生より指導助言＞ 

笹井先生（学校歯科医） 

むし歯は感染症で、ほとんどの人の口内に 

むし歯菌はいます。砂糖が多く含まれる飲食

物をなるべく避け、食べたらみがくという習

慣をつけて欲しいです。 

山﨑先生（学校薬剤師） 

むし歯などの影響で歯の本数が少ない人は 

睡眠不足や、記憶力が低下するなどの悪影響

があるため、歯の健康はとても大切です。 



 

  要受診 受診済み 受診率   要受診 受診済み 受診率 

１年１組 １２人 １人 ８％ ３年１組 １３人 １人 ８％ 

１年２組 １９人 ５人 ２６％ ３年２組 １８人 ３人 １７％ 

１年 ３１人 ６人 １９％ ３年３組 １９人 ５人 ２６％ 

２年１組 ８人 １人 １３％ ３年 ５０人 ９人 １８％ 

２年２組 １６人 ７人 ４４％ 全校 １１７人 ２６人 ２２％ 

２年３組 １２人 ３人 ２５％         

２年 ３６人 １１人 ３１％     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ ～健康診断が終わりました～ 

１学期の健康診断が全て終了しました。問診票の提出など、ご協力いただきありがとうございました。 

健康診断の結果、医療機関での受診や治療が必要だった生徒には 受診のおすすめを配付しました。 

早めの受診・治療をお願いいたします。受診するときには、予約の必要な病院や検査もあります。 

事前に受診する病院に確認してください。受診・治療後は結果の報告書を提出してください。 

よろしくお願いいたします。 

歯医者へ行こう！ 

歯科検診の結果、全校で１１７人の人に歯科受診のおすすめをお渡ししてあります。 

現在治療済みの人はそのうちの２６人です。治療中の人もいると思いますが、まだの人は、 

できるだけ早く歯医者さんへ行きましょう。早く行けばそれだけ治療も早く終わります。 

まだ受診報告書が提出されていない人には、もう一度受診のおすすめを配りますので、普段 

部活や塾などで忙しい人も夏休みという長い休みを利用して、歯科治療を済ませましょう。 

（7月３日現在） 

予防のポイント 

●我慢せず、こまめに 

水分摂取しよう！ 

水筒を忘れずに携帯しま 

しょう。１日あたり 

１．２Lを目安に。 


